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を

.明
わ

4

し
、且
つ
手
エ

«

者
の
，利
'得
は
只 

萆

に

日
#

生
，活
を
雜
持
す

る
に
止

ま
6
、其
財
產
は
何

等

資
.本
的
性
質

を

有
せ
少
、何

と

な
れ
ば 

近
讥
的
意
義
に
於
け

る
.資
本

な

る
ぢ

の
は

只
m

に
’其
所
有
者
の

.生
計
を

m

持
す
る
と
云
は
ん 

よ
6

は
寧
ろ
新
し
き
資
本
を
集
積
せ
ん
と
す
る
に
ぁ

6

と
な
せ
も
此
の
點
に
於
て

「

デ
ム
バ
ル 

丨」

は「

マ
ル

グ

スJ

と
略
！同
.一
の
見

'解
を
抱
け
ろ

.と
，云

'ふ

を

得

可

し

、第

，ニ

篇

は

近

世

，資

本

主

義

の.
 

發
生
史
に
し
て
、著
者
は
先
づ
此

t

に
於
.て
資
本
力
の
成
立
要
素
と

.し
て
、地
代

i

殖
民
經
濟
と 

を
主
な

‘る
？
の
と
し
讀
に
進
ん
で
資
本
主
義
的
：

.精
神
、
X

«
的
：.賛
本
主
籤
：の
初

'期
と
之
れ
'が
發 

展
上

.の

.障
害

f

 

t
 

I
し
、加
ふ

る
.
.

に
規
.？

於
け
，る
本
業
的

f

本

主
.
.

義
の
發
達
、手
工
業
と

手

H

業

者

，と

の

狀

雄

と

に

及

：
ベ
.
6，而
し
て

.以
上

'の
碑
究
範
園
は
其
間
多
少
の

.除
•外
.例
あ
る
名 

多
く
獨
逸
に
關
す
る
？
の
な
る
を
以
て
、此
一
卷
は
或
«
味
に
舞
て
獨
逸
經
濟
史
殊
に
獨
逸
手 

H

業
史
と
稱
す
る
を
得
可
し
、第
二
卷
は
資
本
主
義
發

M

の
理

it
的
硏
究
な
る
？
、之
れ
を
或
一 

面
ょ

6

見
る
と
き
は
、叉

^

近

;1
0
:獨
逸
經
濟
史
及
產
業
史
杧

6
、而
し
て
著
者
は
第
一
篇
に
於
て 

產
業
上
，の

_

由
の

^

き
、新
技

X

の
如
き
或
は
經
濟
生
活
の
新
式
に
就
き
て
論

b
、殊
に
其
最
後 

の
章
に
於
て
は

「 .
k

ム
バ
ル
ト

」

獨
得
の
叙
述
と
厚
利
な
る
批
評
眼
と
を
窺
ふ
を
得
可
し
^
ぎ
に 

第
二
篇
經
濟
生
活

.の
if
形
態
に
於
て

.近
世
的
農
業
組
織
の
成
立
、近

il
l：
的
都
市
の
起
源
及
本
質
、
 

需
要
、販
路
の
新
形
態
を
驗
匕
最
後
の
篇
を
以
て

H

業
上
の
競
爭
に
關
す
る
理
論
的
硏
究
に
み 

て、殊
に
其
最
後
の

.章
に
於
て
現

#

に
於
け
る
手
エ
業
の
衰
微
と
之
れ
於
救
濟
策
と
を
諭

f
 

想
ふ
に

.、晋
人
が
著
者
に
就
き
て

.a
る
處
は
、其
觀
察

.の
奇
拔
な
る
と
叙
述
的
能
力
の
發
達

i

に 

あ
も
殊
に
新
槪
念
と
區
別
的
說
明
と

•に

ょ

，り

て

事

物

の

意

義

を

明/;
>

に

せ

ん

と

す

る

は

著

者
 

の
：最
^P.

重
要
視
す
る

.

處
杧

6
、哲

.學

史

家「

ゥ
冲
•ン
デ
ル
バ
ン
ト

」

«

て「

レ
ッ
シ
ン
グ

」

を
評
せ
る
中
に

「

吾 

人
は
-
レ
ッ
シx

ダ
し
に
就
き
て
遂
徹
的
概
念
を
求
め
ん
と

せ

し「

ゥ
ォ
ル
フ」

の
面

^

を
認
む
、
^

か
？
命 

棒
.レ
ッ
シV

グJ

は
^

な
る
一
般
的
拙
象
化
を
以
て
足
れ

6

と
せ

^

し
て
、页
に
祺
物
の
純
金
杧
る

近
仳
资
本
坐
翁
と
地
代
說

 

逬
0
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5
4
5.

•

E

令

規
聆
に
於
け

I

逸
經
濟
學
の
病
は
、

I

餘
ろ
に
槪
念
に
囚
へ
ら
れ
、甚
し
き
次
之
れ

f 

/

s

i

參

J

t

l

す
s

f

の

固
I

I

V

I

S
動

管

焉

成

キ

ん
i

す
る
の
餘

，
？
に
甚
し
き
に
あ
久
そ

名 

者
に
し
て
、其
瑰
す
處
は
其

#

象

M
J

之
れ
に 

梦
故
に
之
れ
を
ー

Wよ
-'

0\兄
る
诗
は
觀
念 

容
の
皮

«

^

1改
造
に
過
ぎ

3'
'

る
な
ベ
レ

槪
念
と
は
，本
來
、»
物
の
符
號
叉

*

は
象
徵
的

1

用 

類
似
の
對
象
と
の
比
較

©

ち
共
通
な
る
點
に
過

f 

を
勿
何
に
排
列
緒
合
す
る

0
、其
得
る
處
は
只
ブ
过 

ダ

ソ
ン

」

の
所

®
M

多
の
象
徵
的
表
現
に
ょ

6

て
事

物
の
具
體
的
.銃

J

を
分
離
せ
し
め
ん
と
す
る

.
f

於
て
、單
純
な
る

.槪
f

不
都
合
な
る
の
み

I
1 -

I

|

|
j
'i

|

97

•
な
ら
す
、又
杧

哲

學

-±
に

幾

多

：
の
.
學

派

を

生

b
、是
等
の
學
派
は
各
次
、槪
念
の
玩
具
に
ょ
み
て
絕 

ゆ
る
な
き
遊
戯
を

:

繼
纘
せ

6
/
1
)

と
の
言
は
、移
し
分
現

®

獨
逸

經

濟

學
の
弱
點
を
指
摘
せ
る
豸 

の
と
云
ふ
を

#

可
く
、例
者

li
t

の
學
の
根
本
槪
念
と
稱

せ

ら
る
、

「

財」

に
就
き
て
見
る

S
、
,
フ
ィ
ン
、
 

フ
ィ
リ
ッ
ポ
ゥ

4
ッチ」

の
S

は
、吾
人
々
類
の
勞
力

(

肉
體
的
、精
神
的

)

は
經
濟
上
，

0

財
允
る
能
は
梦
と 

な

し

之

れ

に

反

し

て

-
フ
ォ
ン
ゥ4
ザー

」

と「

ベ

ヱ

ー
ム、
バ
''ヱ

ル
グ」

と
は
、人
類
の
勞
カ
名
亦

^

經

濟

上

な

'̂
6 0

一)

次
ぎ
に

「

資
本

」

な
る
槪
念
に
就
き
て
す
異
輪
多
く
、

r

ベ
エ

I

ム
、パ 

つ
て
生
產
的
資
本
の
意
義
に
解
し

#

の
耍
索
と
し
て
、天
然
力
及

cf
r
入
類 

利
學
派
の
泰

rfr「

力
I

ル、メ
、
\
が
丨
飪
之
れ

.
を
通
俗

fc
解
釋
し
て
營
利
行 

資
金
と
な
せ

6
、然
か
名
本
問
題

.
は
尙
ほ
解
決

.
せ
ら
れ
卞
し
て
、米
の
經
濟 

H  

丨
ム
、バ
ゴ

ル
グ」

の
論
爭
を
惹
起
す
に
至
れ

6
、

(

，
.g
而
し
て
以
上
、雨
槪
念 

に
於
け
る
論
爭
の
問
題
と
な

6

し
を
資
本
主
義
の
槪
念

i

な
す
、
®

の「

デ 

ヤ
ル

」

の
如
き

r

セ
y

グ
マ
ン

」

の
如
き

「

フィ
t.

ポ
ゥ
？
チ

」

の
如
き
何
等
此
語
の 

次
る
名
の
.は
姑
ら
く
之
れ
を
措
く

 
？
、然
や
名

「

ヮ
ダ
才

I」

の
如
き

「

シユモラ 

ベルヒ

」

の如きは、
何
れ
此
の
御
念

.
の
構
成
を
吞

{
'J
E
せ
纟

、
_
是
等
反

# 

近
# :
資
本
墨
と
地
.
錢

' 

i.
づ1

Q

if
-f
c

る
を
得
る
と 

H 

,ル
ク」

は
資
本
を
以 

の
勞
ヵ
を
擧
め
燠
太 

爲
に
使
用
せ
ら
る
、
 

學

者「

ク1

フ
I

グ」

對「

ベ 

と
同
じ
く
、®
濟
學
上

丨
ド

J
0如

き

一

マ

一

.

.
シ

.
意

義

に

就

き

V

論

せ

.—

 J

の

如
き
フ
エ.
1
レ
y
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近
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资
本
唐
と
地
代
貺/ 

、

'

瓦
*-
-
*
.
,
四 

の
主
な
る
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

…

此
の
槪
念
ゆ
明
白
遂
徹
^
意
義
を
齡
け
る
こ
太

I

I
の 

,

槪
念
は
經

.«
發
展
上
餘

6

に
資
本
の
意
義
を
重

.要

.視
し
、爲

め

に

.資

本

家

は

憐

む

可

き

勞.»
者 

>

掠
奪
す
る
名
の
な

6

と
の
野
戀
的
心
念
を
恭
起
さ
し
む
る
己
と
、

i

此
槪
念
を
楚
義

i

す
る 

こ
と
は
方
法
論
上
の
談

®

に
陷
る
こ
と
、

(

四)

此
槪
.念
は
現
實
界
に
於
て
何
等
求
む

る

t 

i
能
は 

次
る
空
想
の
産
物

*

6

i
な
せ
ろ
、询
に
以
上

©
:定
：論
：
^

中
に
'は

一

面

の

眞

理

を

有

せ

る

名

の 

あ
.
6
、佩
者

「

マ
ル
グ
ス

」

の
如
き
は
其
書
中
屢

1
資
本
主
義
な
る
語
を
繰

6

返
せ
る
炎
そ
の
求
む
：る 

處
は
認

_

的
價
値

.に
'あ
ら

★

し
て
、常
に
一

.
種

0-
偸
理
的
、黨
派
的
.色
彩
を
育
す
る
に
あ

.

0
、

而
し

.
 

..て

斯

く

の

如

き

倫
a

的
黨
派
的
意
義
に
，基
づ
く
資
本
主
義
於
學
問
上
の

.
目
的
に
適
せ

3 '
':る
乙 

と
は

「k

ム
バ
ル
ト

」

自
か
ら
名
認
め
し
：が
如
し

(

四〕

汉
把

「

べ
.卫

I

ム、て
エ
ル
ク

」

の
如
き

t
t
.資
本
主 

義
を

«

釋
し
て
、資
本
財
の

*適
用
せ
ら
る
、
生
産
の
場
合
或
は
資
本
の

「

所
有
者
卽
ち
資
本

9

の 

措
鐵
の
下
に
生
產
せ
ら
る
、

：

方
法
と
な
せ

.
-

C
V
S
)

更

u「

y'
'
:ム
.ベ
ル
ト
商
此
槪

.念(

を
明
白
な
ら
し 

め
ん

^

爲
め
次
の
如
き
特
徼
を
列
擧
：せ

6
。(

六)

.

U

寶

本

主

義
.的

經

、濟

組

織

に

あ6

て
，
は
、經

濟

在®

0
中
心
が
共
產
的
經
濟
組
.織
に
存
せ
ず 

し

て
、
個
々
の
私
經
濟
的
組
織
に
あ

6
、而
し
て
此
經
濟
組
織
：の
運

.用
：者
は
、單
に
消
費
的
方

I

r .

ド

< •： 

パ
取 (

'JO

•
面
の
傾
向

及
方

法
を
決
定

ず
る
办
み
'に

あ
ら

^
し

V
V同

锥
に

生
產

の
方
：商
に
蝴
<
を
然 

な
す
、'換
言
す
れ
ば
、彼
は
經
濟
上
の
優
越
權
を

握
ヴ
自

.己
於

業
、
務
遂
行
の
前
途

U

-1 

は

る
刺
益

及

掼
'失
'を
負
擔

す
る

g

の
な

タ
と
す

o 

.

r 
ニ
寶
本
主
義
，的
經
濟
組
織
は
所

M
、自
給

自

足
の
經
濟

組
織

と
異

な
ヶ
#

#■
次
の
陘
濟

^

囉 

間
に
は
分
化
的
職
業
を
有
す
る
こ
と
。

 

♦

(

三
}資
本
主
義
的
經
濟
組
，織
は
中
低
に
於
け
る
所
領
經
濟
の
如
き

S

の
i

異
な

6

て
、卞
錢
的 

(

交
通

®

濟
的

)

組
.
.織
‘を
有
す
る
こ
と
。

 

.

(

四
寶
本
主
義
的
經
濟
組
驗
は
彼
の
手
工
業

.組
織
と
異
な
ふ
て
、生
.產
の
製
素
於
總
て
一
人
の 

手
に
存
せ
す

.し
て
、永
續
的
に
社

#

の
種
々
な
る
圓
集
に
存
せ
る
こ
と
。

(

五
資
本
主

.義
的
經
濟
組
織
に
あ

6
.て
は
、生

.產
要
素
把
る
勞
カ
に
は
旣
に
分
化
作

S
F

行
は

' 

指
導
的
、組
織
的
勢
働
と

*'
行
的
勞
働
と
の
間
に
其
人
を
異
に
す
る

^

至
れ
る
乙

i
o
 

か
く
て

.
-ソ
ム
ハ
ル
ト

If
e

捜
は
以
上
述

•ぶ
る
如
き
將
徼
に
ょ

6
 V

、

資
本
主
義
の
槪
念
を
固
定
せ 

ん
と
せ
る

^P

を

概

念

其

#

^
確
實

.に
-實
.相
を
捕
ふ
る
能
は

^

る
こ
と
は
、吾
人
ば
旣
に
前
に 

述
'べ
杧
る
終
如
し

#

者
&「

デ
ム

v

ル
ト

_

授
么
亦
允
獨
逸
學
界
の
處
土
病

.把
る
槪
念
に

2

へ

1

.

1

.

1

4

^

.

31
I
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ベ_  
i|!

1

|u

；iv
|曙 ：
丨妳 

「_ 1| '

純

_  
- . . ハ 、.1

: ■>

00

五1

六

近
世I

唐

'森

ら
れ
し

1
人
杧
る

.乙
と
を
記
せ
ば
鄭
ち

'
>£
:

る
.
？

.

.

.

.

.

. 

;

.

.

:

.

(

沼1
〕

W
§
J Bergsa^winfahrrmg

s'
ei
e Metaohvsilc s* 12-13.

c
s 1 〕

v
.

 Phillpoyich, G
r
u
n
s
s
s

 der p
o
l
i
f

 hen 

O

管

I

F
 S

 A. B
I

 5. 7.

V
.

 w
§

e
r
,

 

U
e
b
e
r

 

d
s Ur

s
p
r
u
n
g

 u
n
d

 die H

J

蓄

 
f
 des 

vvirtscbafd

PJlen W
e
r
t
e
s

 S
.
4
2

A
.

 

I

B
 De

r

 G
u
t
s
b
e
l

 m

 

der 

t
h
e
o
r
e
t
l
n

 l
o

l
k

o
n

l

 (
z
e
i
t
l
u
r

 V
o
l
f

 i
l
a
f
t
,

 

l

a

f
 

1,

g
d v

e
r

l
l

(

討
三〕V. Boh 

日
-B
a
w
.s
k
, Capital e

n
d
o
a
p
i
E
z
i
n
s

 2
A
.

 *2Abt. s. 1
5
-
2
3
7

 

.

C
onr

a
d
, H

a
n
d
w
s
e
r
b
u
c
l
l

 der Staats
艮s

s
l
c
h
a
f
t
e
n
.

 3
A
.

 B
v
v
s
.

 .78

一

c. Me
n
g
e
r
,

 Z
u
r

 Theorie des Kflpitals. (Jahrbiicher ftir N
a
t
i
o
l
k
o
n
o
m
i
c

 u
n
d

 Statfstik 

N
.

 7. B
’ X

V
I
I

 s
.
1)

.

M.. 

w
. a
f
y U

e
b
e
r

 das W
e
s
e
n

 des l
i
a
p
i
l
.

 

rf. 
B
5
h
?
E
a
l
k
,

 

I

s
 

}
f 

e
r
k
l
e
n

 b
e
t
l
l
l
d
.

 u. 

- Ir
s

 

f
e
u

 

des 

Kapitals
、

 

Zeitschrifl
： fiir v

o
l
k
u
h
a
f
t
'
,

 

S
O
I

 

Politik 

IBdl v
e
r
v
l
u
n
g

 

B
X
V
I

ダ B
l
-
B
a
l
,

 E
g
g
e
s
t
r
l

 

F

f
 der 

e

l

f
 

ie (

I

n

 

v

f
 

i
r
t
s
l

 s
o
l
o
l
,

 

g
d v

e
l

胃

 B

 X
X
I
I
I
)

四)

^
• s

o
s
b
a
r
t
》
D
e
r

 

K
a
p
i^

HS{;ische unflerHelun&r̂
r
c
h
h
、
fn 

刃
.i

• 

K. 

、

 ̂

震

r
x
l
e
r

 c
l
l
v

 fur. 

f
 
f

 
s

s

l

l 

u
n
d

 

l
l
p
o
g
k

 

R

 

X
X
I
X

 

s. 

6
9
1
)

,

G
SJ
3

3

H

Conrad, 

H
a
n
d
w

o:rterbuch der stEswissenschaften. 2
A
.

 

2
S

^

c
ョ
卩
山
ひ
 OHlbart》

u6
r 

K
p
p
i

汁

alistiscil

CD
C1
0

c+
o)
^
b
o
^
j
* 

*す 
t 

•
-

i
〜

’

 ̂

づ S
O
N
2aIvvissenscl&lt 

m
i
d

 

Sozialpolitik 

B

 

X
X
I
X

 

S. 693-694)

、广
ム

ル

ン
ト」

か
f

て
«

理
.批
判
に
於
て
述
ベ

fc
る「

ft
容
な
き
思

f

は
察
虛
に

j
叙，

4

4

し
て
、
«

念
な

.き
觀
照
は
盲
目
な

6」

と
の
意
義
を
、其
著

.書

の

卷

頭

に

慠

げ

し

如

く

、彼

は

自

己

.の 

槪
念
を
页
に
史
的
證
左
に
よ

6

て
透
徹
的
杧
ら
し
め
ん
と
せ

6

/P
く
し
て
彼
は
近
®
資
本
主 

義
を
構

成
.せ
し
資
本
の
，

發
生
條

件
に
對
す
る
の
史
的
基
因
を

(

，一)

貴
金
屬
採
掘

(

ニ)

殖
民
經
濟

(

三
}
 

集
積
的
地
代
に
求
め
允

i

0
に
最
後
の
者
を
以
て
、此
の
問
題
解
決
の
最
大
喪
件
と
な
し

U
r
-

' 

、
 

4

kapital 

i
 な
せ
 
1

9

0

. 

. 

..

.

藎
、採
鑛
の
事
業
は
其
歷
史
極
め
て
古
く
、紀
元
前
三
千
年
埃
及

.人
'は
±

部
埃
及

「

テ
べ
ス

」

»
方 

に

<

此
事
業
を
開
始
し
亂
元
前
ニ
千
年

「

ア
ッ
シ
リ
ア

」

入
«「

チ
グ
リ
ス

」

±

流
の
地
方
に
て
銅
鱗
を 

發

掘

せ

し

と

ぁ

え

降

て「

フ
エ
一
一
シ
ア」

人

は

西

班

牙

の

商

部

及

希

臘「

ト

レ

チ

，ア」

地

方
に

て
金
銅
を 

採
掘
し
、希
臘
人

^

アッ
..チカ」

南
端
の

「

ヲ
ゥ
リ
ォ
ど
よ

6

得
し
銀
、銀
、鲖
は

「

テ
ミ
ス

,
r

グ
レ
ス

」

を
し
て 

波
斯
の
大
艦

.隊
亡

#

抗
せ
し
め
し
戰
艦

-
1
|百
艘
の
建
造

*

と
な
る
に
茔
れ

4
、雜
馬
は
ハ
カ
ル
/ 

ゴ」

滅

C

後
、

「

シ
シ
リ
I
;ザ

ル

デ

'
‘
一

 

ァ
W

®
牙
の
鑛
山
權
を

#
A
y
,
M

に
其
勢
力
の
東
方

U

及
i

や
、
 

小
‘亞
.細
亞
、希
臘
、

「

マ
セ
ド

〗

ー
7

地
方

.の
•
鑛
山
を
？
獲
得
す
る
に
茔
れ
ろ
、當
，
ス
ト
ラ
ボ
ー

」

の
記

す
る
處
に
よ

4

ば
、西
班
牙

の
鑛
山
の
み
に
て
四
萬
入
の
エ
夫

I

使
役

.せ
i
'
i、次
に
中
世
に
ぁ

* 

* 

:

A
yて「

メ

キ

;y
ロ」

及「

ペ
ル

|」

に
栩
當
ず
る
地
方
は
猢
逸
及

‘：燠
本
利
の
地
方
に
し
て
、例
者

^

‘
ル
サ

近
f

本
生
翁
と
地
代
訛
 

泜
ー
七 

.
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H
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フ
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ザ
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k 
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N 

I 

•

ど
の
郝
き
金
、親
の
摩

地
と

し
て

'有
名

に
し
て
殊

.

に
：：

十
五
、十
六
雨
世
紀
に

®

L 

9 

*!
 
r
 

 ̂
%)
 

t 

•
 

f.

スンベル
 

'ダ
、
オ
ッ
テ
ス
；
ベ

.

. 

'
ダ
.

「

々
，
.
ル

X

7
ン

シ

ネ
.

一
i

ル

ク」

ア

ン

ナ

ベ

.
ル.
，

グ」

r
H
ア
ヒ
ム

.ス
タ
ノ
ル

シ
ユ
ワ
ッ
ツ

」

の
f

 

I

I

金

銀

鑛

發

見

せ
.

ら

れ

、
爲

に

歐
.

洲

に

於

け

る

貴

金

屬

の

產

颔

I

 

し

く
增
加

.す

る

に

至れ
久

郎
i

燠

、匈
雨
國
地
方
よ

6

採
掘

せ
ら
る
、
金

の

平

均
年
額
は

P

扭 

W

J

1
三
年
よ

6

千
五
百
ニ
十
年
に
至

.
る

間

は

、
五

百
$

十
八
萬

»

、
千

五

百

ニ

_十

一

弃

よ

み

F
 

五
百
四

.

0羣

の

|

|

十
八
萬

.麻

、1

.

|

|

.年

よ

秦

|

七
十
年
迄

« /
ニ
|

 

十

ヲ
為
.麻
千

^

頁
六
+
 j

年
よ

ろ

千
五
百

八

十
年
迄
は

一
一
百
七
十
九
萬
麻
、千
五
百
八
十
一
店 

よ
>

1

百
年
迄
は
二

1

+

九
萬
麻
、而
し

i

s

額

U
?

裏

”

豐

？

年
よ

“

千
五
百
年
迄

.

.の
問
は
、平
均

1
_年
の

.逢

.額
八
百
萬
麻
、千
ニ
否

5
十

.年

よ
ん
千
四
西
五
十

年

の

切
 

は
平
均
：年
額
革
耳
篇

.麻
、十
三

»

紀
'0
前
半
期
と
十
ニ
世
紀

2

平

均

三

苺

簿

麻

、十
、十
 

一

B 

f

.1

1
西
.か
鋪
八
九
兩

11
1:
矹
は
約

 

一
W
禽

麻

な

ふ
i

す
べ
一)

而

し

そ

是

等
0

產
'地
，を

/r
r
解
せ
る 

者
或
は
之
れ
を
發
見
し
、經
營
す

t

:
の
U

.

.

I

V
、以
上
の
產

.

1
着

に

；各
次

I

s

,集

03

.積

的

要
素
を
な
せ
し
こ

‘
と
は
明
白
な
る

i事
*.
.な
ろ

、
.例
者
、我
邦
に

あ
み
て
德
川

三
百
年
の

治
を 

開
き
し
徳
川
家
康
の
經
國
策
は
其
稂
本
の

.I.

原
囟
を
彼
於
財
カ
の
豐
富
な
る
點
に
歸
せ

ざ

る 

を
得
ず
、何
と
な
，れ
ば
觜
聘
に
於
け
る
彼
は
武
田
氏
の
遺

S
、大
外
保
長
安
を
信
任
し
て
、

#

豆
、石 

見
、佐
渡
に
於
け
る
金

.銀
山
を
獨
占
せ
し
を
以
て
な

6
、當
滕
、我
邦
に
あ
ろ
し
基
督
敎
の
師
父
奴 

本
國
に
送

6

し
報
告
中
に 

「

肉
府

(

家
康

)

は
ロ
本
に
於
て

 

'
京
都
に
於
て
？
、目
東
に
於
て
名
、歷
代
の
中
に
て
、尤

g

富
裕
な 

る
君
に
し

y
、E

額
の

^

鐵
を
薔
積
し
、之
れ
舣
爲
め
到
る
處
に
頗
る
人
々
に

®

れ
ら
る
、內
府 

の
京
都
方
面
に

S

る
槠

の

住
届
な
る
伏
見
の
第
に
貨
幣
を
齡
藏
し
^
る
に
數
箇
月
與
其
重 

量
の
爲
め
に
梁
折
れ

< 

一
室
陷
落
し
杧

6
、此
莫
大
な
る
財
寶
は
獨

6

諸
人
よ

6

の
數
多
.の
 

豐
富
な
る
獻

.上
物
に
依
る
の
み
な
ら
步
*
に
日
本
に
あ
る
處
の
數
多
の
金
銀
鑛
山
よ 

る
も
の

' 
に
し

V
、

內
府
は
悉
く

.之
れ
を
獨
占
す
、加
之
、近
頃
再
び
發
見
せ
ら
れ
、毎
年
非
常
の
髙 

を
掘
出
す
こ
と
、
な

^
.ろ」 (

一一)

，

家
康
は
金
銀
を
獨
占
せ
し
の
故
を
以
て
、慶
萇
六
年
銀
座
を
伏
見
に
■設
け
、力
黑
常
避
に

#

b 

て
白
銀
の
品
位
を
楚
め
、金
銀
貨
を
改
鑄
せ
し
め
し
以
來
、慶
長
十
三
年
に
は
伏
見
の
龈
座
を
京

近
仳
资
木
虫
莪
と
地
代
說
 

五1

九
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近
仳
资
木
虫
遜
と
地
代
說
 

五
ニ
0
:
:

都

に

移

し

、次.
'で

- ®
*

十
七
，年

に

は
.江
、月
に

0

座
を
設
け
、夂
大
阪
及
長

_
 

名̂

之
れ
を

t

きy

、
 

'
 

専
ら
異
國
へ

の
：：

渡
龈
に
對
す
る
用
を
辨
せ
し

.あ

r

6
、斯
く

0

如
く
自

r
j

の
權
力
の
鑛
張
に
つ 

れ
て
、務
め

V
統

一

的
貨
幣
制
度
の
實
績
令
擧
げ
し
こ

i

は「

マ
ル

::
|

ポ
ロ

」

以
來
、貴
金
«
に
富
む 

£

の
我
邦
に

S

す
る
傅
說
を
實
際
に
し
、寧
康
の
商
政
を
し
て
、當
塒
に
於
け
る
歐
洲
諸
國
の
商 

業
政
策

i

密
接
の
，關
係
を
有
せ
し
む
る
に
至
，

◊
、併
せ

C

家
康
於
政
治
.的
基
礎
を
寧
固
な
ら
し 

.ひ
•る
に
至
れ

-

o

 

0

6叉
之

.を
私
人
の
經
營
に
就
き
て
見
る

.に
、彼
の

-
7-
ゥ
グ

X

ブ
.ル 

'ダ」

に
於
け

' る 

大
富
豪

^

る「

フ
ガ
ー
，象
歷
代
中
減
に
家
運
の
酸
成
年
を
來

.把
せ
じ

「

ヤ

g
ブ
、フ
ガ
ー

」

は「

ゼ
/

ァ」

の 

ア
ン

ト

二
才「

デ
、カ
ブ

y

ス 

>
-協
同
し

V

當
脬
資
金
の
缺
乏
を
感
せ
し

「

チ

P

ル
0

領
主

「

デ
r

ス
 

ム
ン
ト

j

に
前
後
、約
十
七

m
rフ
ロ
リ
ン

」
を
贷
與
し
之
か
抵
當
と
し
て
、

「

シユワッツ

」

f :
山
を

E

得
せ 

し
結
果
、此
方
面
ょ

6

0
年
々
の
收
入

ft
二
十
萬

「

フ

U

リ

^

に
達
し
、
&

く
て
彼
は
漸
次

'其
手
.を 

擴
げ
て
匈
牙
利
、

-
,チ
ユ
リ
シ
ゲ
ン

」

w

班
牙
地
方
に
及
ぼ
し
、爲
め
に

S

產
は
午
五
百
二
十
七
年
に 

は
ニ
百
萬

「

フ
ロ

「

リ
ン

」

と
爲

6

前
後
十
七
年
間
に
，九
百
二
十
七
？ハ

I

セ
•
シ
ト

」

の
純
益
を
得
る

U

至
れ

6
、

(

四)

然
れ
ど

^P、

斯
く
の
如
き
写
額
の
直
後
的
菩
積
は
旣

u

其
以
前

1C
於
て
此
企
業
を
經

. 

. 

、

營
す
る
に
相
當
攻
る
準
蕭
資

.金

.な
於
ら
次
る
可

/;
>
ら
ず
、故
に
之
れ
を
以
<
直
ち
に
資
本
主
義

*

105

發
生
の
原
形
態
と
な
す
こ
と
能

«

3'
'

る
.̂
~
0。

次
ぎ
、に

®

思
'地
經
清
於
、近
世
資
本
主
義

.の
運

.動
に
と

6

て
極
め
て
顯
箸
な
る
意
義
を
有
す 

る
こ
と
は
完
ょ

6

疑
ふ
の
餘
地
な
し
、而
し
て
當
塒
に
於
け
る
殖
民
地
經
濟
の
主
要
な
る
要
素 

は
、搬
民
地
產
物
の
輸
入
ど
奴
隸
商
寶
と
な
す
、前
者
に
就
き
て

「

ア
ゥ
グ
ス

”プ
.ル
グ」

の
大
富
豪

t

 

る「

ゥ
エ
ル
ザ
ー

」

は
千
五
百
三
年

「

リ
ス
ボ
ど
に
支
店
を
設
け
、赌
の
葡
萄
牙
王

「

ド
ン
、
r

;

マ-
ヌ

X
ル」 

ょ
6

印
度
資
易
の
，特
權
を
得
、そ
の
翌
年
力

'萬
六
千

「

デ
ュ
カ
ッ
ト

」

.の
資
を
投

b

,

て
三
艘
の

«

を
印
度

.

U

赴
か
し
め
し
が
、そ
於
齎
ら
せ
し
香
料

及

寶
右
炊
百
七
+
革
ぺ

I

セ
ン
ト

」

の
純
益
を
以
て
販

/

寶
せ
ら
る
、
に
至
れ

6
、

(

s
3c
f
c英
國
は
近

®

史
上
、奴I

f

商
寶
の

國

と
し
で
有
名
に
し
て
、

彼

の 

f

バ

丨
ゾ
ー
ル

」

の
如
气
倫
敦
の
如
き
ぅ
フ
リ
ス
ト
ル

」

の
如
き
何
れ

^p

歐
_
に
於
け
る
之
れ
於
取 

引
の
中
樞
地
に
し

V
、

例
者
、千
七
百
八
十
七
年

奴

隸
貿
入
の
爲
め
亜
弗
利
加
に

.赴
き
し
、同
國

* 

の
數
は
百
三
十
七
艘
其
噸
數
ニ
萬

.ニ
千
二
：百

"六
十
；三
、奴
隸
買
入
の

.爲
め
持
參
せ

レ

名

の
は
小 

刀
、鐡

«
、火
員

^

織
物
、申

宅

品

、_

布
等
に
し
て
、之
れ
に
價
額
を
'附
す
れ
ば
約
七
十
萬
避
而
し
て 

遒
等
の
船
舶
に
し
て

's
g

弗
利
加
の
海
岸
に
着
せ
る
名
の
は
卽
滕
、十
四
の
英
國
商
節
を
通

1̂
て
1
 

奴
隸
の
賈
入
に
從
事
す
る
名
の
と
、一
方
に
は
直
接
、

#

奴

Q
.

商
人
に
就
き

y

取
引
す
る

^P
Q

i

'

近
世
資
本
迸
殺
と
地
代
說‘ 

M

l



ion

近
-l
i
t資
本
生
親:l'
地
代
說 

二 
ニ

ぁ
.ぇ
叉
、奴

隸

は
T

年
以
上
の
男
子

'平
均
の
價
額
十
五

#

#
ほ
‘八
週
間
航
海
の

i

印
度
に
上 

陸
^

て
實
渡

3

る
、
際
の

.债
額
は
三
十
五

.勝
、伹
、航

海

の

途

次

に

，
て
疾
病
、自

殺

其

他

の

事

項0 

爲
め
七
十

4:
。ハ
I

セ
ン
ト

」

に
減

^

る
を
常

i

す
、次
ぎ
に

^

等
の
寶
却
せ
ら
.れ
し
奴
隸
は
多
く 

英

、西
、佛等
の
殛
民
地
に
於
け
る
甘
蘼
栽
培
に
，

從
事
せ
し
名
の
に
し

て
、赏
滕
€

人
は
彼
等
を
稱 

し
.て

黑

色

金

剛

石
i

な
し
殖
民
地
經
濟
上
、最

^p

重
要
な
る
要
素
と
な
せ
し
を
見
て

g

其
意
義 

の
極
め
て
大
な
ろ
し
こ

i

を
知
る
を
得
可
し
。

(

六)

以
上
、述
.ぶ

る

、が

如く

®

民
地
經
濟
は
近
世
賛
本
主
義
發
展
±
、極
め
て

«

要
衣
る
意
義
を
有 

せ
し
こ

i

は
事
實
な
る
そ
、然
か

S

是
等
の
事
業
把
る
や
貴
金
屬
採
掘
の
場
合
と
同
匕
く
、準
備 

的
資
金
を
必
要
と
す
る
點
に
於
て
、必
ず
し
名
近

.世
«

本
主
義
鸯
生
の
根
本
的
要
素

i

見
る
こ 

と

能

.«
3'
'

る
な
ぅ

。
_

註1

、.w, 

s
o
m
h
a
r
v
b
e
l
. Morl

0 'rne 

Kapi
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w I. S. 
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.

韵二、

Lettera 
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d
a
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C
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日
 pagnia 

di 
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註三、拙

，
^

If

德
川

{示康」

の
商
政
と

「

メ
ル
力
ン
チ
ル
、

シ

ス

テム

」
と
の
關
係
を
論

じ

て

、彼
が
通
商
爽
勵
の
動

 

機
に
及
ぶ

£

學
雜
誌
第
ブ
四
編
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五
'
 

'

以
上
述
べ
し
於
如
く
、貴
金
屬
の
採
掘
と
雕
民
地
經
濟

i

於
、必
少
し

$

近
®
資
本
主
義
發
生 

の「

ブ

U

ト
.ブ
ラ

X

ム
lfe
ら
ヤ」

る
に
於

v

ぅ
ア
ム
バ
ル
ト

‘敎
授
は
、果
し
て
、何
處
に
之
れ
が
泰
密
の 

錬
を

^

^
し
か
、本

t

文
碑
究

.の
眼
目
は
實
に
此
點
に
存
す

0 

•

藎
、中
世
紀
末
ょ

6

近
®
 

M
/P
け
て
、西
部
歐

_

の
_

國
に

0

多
富
豪
の
存
せ

.し
は
事

.
ff

、
 

而
し
是
等
の
徒
，

u

ょ
6

<
運
用
せ
ら
れ

.し
寶
金
の
集
積
作
用

.

就̂
き
て
は

「

デ
ム

パ

ル
ト」

双 

搜
.は
在
來
の

.商
業
靜
を
排
し
て
地
代
說
を
主
張
せ

6
、蓋
彼
を
し
て
斯
く
の
如

•き
說
を
.主
唱
せ 

.し
め
し
所
以
は
、

}
は「

マ
ル
ク
ス

」

の
資
本
論
の
戚
化
に
基
く
と
共
に

(

C
3C
お
、地
代
®
は
當
滕
に 

あ
6

て
、社

會

主

義

，及

自

由

主

義

及

商

業

過

重

の.論
客
に
向
て
殊
に
好
題
目
と
し
.て
取
扱
は
れ

し
名
の
に
し
て
、卽
ち

.口
リ

ア」「

へ

ル

ツ

力

」「

へ

ン

リI
、デ
ョ
ー
デ

/
オ
ッ
ぺ
ン
ハ
ィ
マ

I」

等
の
徒
に
■見

る
が
如
く
、所
得
叉
は
埚
產
の
不
平
等
を
以
て

.
地
.代

說

の

上

に

築

く

と

は
、，！：：：

ら

彼

の

思̂

を
®;

.

近
il
l
資
本
主
籤
と
地
代
說
 

近
土
ー
こ
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、
近
也
资
本
主
.義
と
地
代
說

 

五
ニ
四..

•

/;
>
し
て
、資
本
主
義
發
生
の
根
本
的
基
礎
を
此
地

.代

課

に

置

か

：し

ひ

：る
に.
至

ル

タ

、而

し

て

彼
» 

自
己
の
說
を
確
實
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
の
豫
件
と
し

V
、

中
世

fc
於
.け
る
商
業
の
.資
本
主
義
的 

意
義
を
否
定
せ

6
r卽
ち
彼

.の
論
す

^
■
處
に
よ
作
ば
、中
世
以
來

0

商
*

5
る
^P

の
は
各
^
の
財 

‘康
を

^

積
す
る
爲
め
に
は
其
服
赂
餘
％

 u

狹
少
に
し
て
、且
つ
運
送

‘
®-
は
高
額
に
失
す
る
を
以 

て
、從

つ

て

利

益

少

く

、其
，經
，營

は

全

く

麥

エ

業

的

なA

v

iな

し

斌

に

：大

企

業

家

，と

稱

せ

ら

る

、 

金
權
的
豪
族
は
職
業
的
に
商
業

'?
:
經
營
せ
る

名

の
よ

6

生
れ
*
し

y

、寧
ろ
都
市
の
內
外
に
廣 

大
な
る
地
面
を
所
有
せ
し
或
は
所
有
せ
る
徒
輩
の
間
よ

6
'發
生

'せ
6

と

.云

.ふ
に

あ
.̂
郎
ち
此 

n
o
u
v
e
a
u
x

 

r
i
d
i
e
s

を
產
出
せ
し
要
素
は
都
市
內
に
自
由
的
.に
或
は
强
迫
的
に
務
住
せ
し
地
方 

の
豪
族
と
、狹
義
に
於
け
る

p
a
t
r
i
d
a
t

卽
ち
我
邦
の
孽
創
名
主
に
類
す

る
；； P
.

の
に
あ

6

と
な
.せ

6

0

3〕 

：

、

之
れ

を

江
户
猫
：

0

の
時
代
に

見

る

に
、
^-
主
の
屮

R
は
私
に
類
別
を
立
て
、
四
等
と
な
せ

y
、f;】

打 

草
削
名
主
に
し
て
、江

;̂
il
i
>代
に
は
甘
九
人

.
^
リ
、
韪

等

は
:|
|
:
ハ

家
の

祖先：が
自
か
ち
開

さ

た

る

町
々

の 

名
主
に
■し

て
、
^:
IK

以
前

.よ
リ
佔
住
せ
る

8
の、又
は
德
川
氏
に
從
ひ
て
三

河

、
^

江
等
よ
リ
移
住
せ

る 

3
の
亿

て
、
名
主
屮

M-
名

權
烕

を
有
す
る
を
の
な

リ-第
ニ

は

古
町
名
主
と
.稱
せ
ち

る
、

$
の
に
て

文 

化
叫
代

亿

は
七
■十
九
人

^

.リ、
-M

--
I
-
.
劍
名
，
±

に
次

^

て
*

く

よ

y

:1
|
:っ町

■に
.

住̂
せ
る

.
^
,の

R
て、此

■二
.種
.

.の
名
虫
は
歲
货
及
大
禮
の
際

V
7X
戶
城

R
.登
リ
て
物
を
ま
じ
韻
を
賜
は
る
こ
と
町

¥

哿

に

同

じ

、

:|
|
:
ハ
三

 

は
平
名
主

に
し
て
地
方
よ

9
町
方
支
醐
に

0

せ
l
if
町
家
の
名
生

.なリ，

1I
-
C四
は

1»
1
前
名
主
に
し
て
、

 

寺

社
P9
前
町
家
の
名
主
な

P
、
 

，
 

ノ

乂
tdPatriziat

は
戦
0 
0
代
に
於
て
枭
州
堺
の
玛
软
の
屮
心
を
な
せ
し
、納

t
f 

Iる
相
似
た
る

^

あ
.
P 

糸
齓
記
に
よ
れ
城
饱
厣
に
：納

M

を
持
ち
之
蚤

0
し

て
取
得
と
な
せ
る

^

を上八力の

^

と
稱
し
、̂

屋 

贷
衆
と

8

糨し、；
中
大
な
る
者
十
人
を
十
入
衆

と

沄
ひ
て
、八
ム
琪
腕
訟
の
類
は
總
て
此
十
人
衆
に
よ 

==V

て
裁
決
せ
ち
れ
把

W
X
O

S;
、草
倉

«

主
，及
 

一：
f&
IW
人
が
都
市

の
■肖

外
に
於
て
地

^

を

|̂
'せ
し
こ
と
は
、必
ら
少
し

^
P

S

定

す

可

き

こ

と

に

あ

ら

少

、例

者

、

「

キ
ョ
ル
ン」「

リ
ユ
べ
ッ
グV

7'
'

レ

ー

メ
ン/

バー

ゼ
ル
/
ゥ
ォ
ル
ム
ス
,
の
如

き

何

れ

市

ft

の

居

住

.地

の

多

く

は

、所®

1H
l
t
創
名
主
の
所
有
に
歸
•せ
し
名
の
な
る

S

C

5然
//
> 

是
等
の
地
面
よ

6
♦收

得

せ

ら

る

.、
收

入

は

、
3

し
て
大
な
る
名
の
に
あ
ら

-ず
、加
务
る
に
其
初 

期
に
於
て
極
め
て
少
額
な

6

し
名
の
を
急
激
增
加
せ
し
め
ん
と
し
て
常
に
他
の
大
地
主
杧
る 

寺
院
及
地
方
自
治
體
等

0

激
烈
な
る
反
對
あ

6
、か
く

<

地
面
の
貸
借
ば
多
く
永
代
偕
地
の
形 

式
に
於

V

實
行
せ
ら
れ
し

^p'

の
な

6

と
す
、(

S

而
し

v「

r

ム
パ

ル
ト」

敎
授
は
近
低
資
本
主
義
的

經濟組

.

織を築き杧る資本其者へが地方豪族及萆創

« -

主

によ

6

て收得せられし地代
 

の變化に過ぎ次ることを確實に證せんが爲め，
著者の所謂文書的證明の研究方法

I

I

I
と地代就
 

,

,

、'

JL
ニ五



\ 

近
仳
赁
本
主
我
と
地
代
說■ 

' 

‘

五
ニ
六

11
0

を

採

用

せ
6
、胃

し
<

之

れ

が

史

的
*

|1
の
爲
め
著
者
於
最
名
カ
を
&
ぎ
し
は
獨
逸
に
ぁ
纟
て 

は
南
躅
ア
ウ
グ
ス
ゾ
ル
ダ

」

以
太
利
に
て
は

「

フ
ロ
レ
ン

' 
ス」

芩

ベ

ネ

ス」

と
な
す
パ
S
論

者

は

之

^

よ 

,

6

著
者
の
新
觉
を
中
心
と
し
て
之
れ
が

.史
的
批
判
を
な

3

ん
と
欲
す
。

南
觸

7'
ウ
グ
ス

.ブ
ル
グ

0

企
業
的
發
達
は
單
に
欺
位
置
の
如
何
_に
よ
る
に
ぁ
ら
岁
し
て
璿 

ろ
綿
織
物
の
如
き
、金
細
エ

0

却
ぎ
見
る
可
き
各
の
多
か

6

し
に
よ
る
、殊
に
後
者
に
就
き
て
は 

.'

熟
練
な
る
手
工
業
者
を
有
し
、其
糙
巧
な
る
點
に
於
て
、此
地
の
產

u

 H
i

敵
し
得
る
名
の
は
只
だ 

ル
ン
ベ
ル
グ

」

ぁ
6

し
の
み

#

ほ
他
に

r

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ダ

」

に
於
け
る
特
徵
は
投
機
事
業
殊
に 

鑛
山
事
業
に
よ
み

V

E
輝
の
敗
產
を
集
積
せ

.し
傾
向
の

*

し
か

6

し
こ
と
な

6

とすへ

(

六〕

而
し

'

てr
y°
ム.

バ

ル

ト

，敎

授
»

此
都
市
の
商
業
史
的
撕
，究
.に
對
し
て
殊
に
次
の
諸
點
に
留
意
す
可
き 

こ
と
名
云
へ

6
0

:

. 

(
一
)「

ア
ウ
ダ

X-
ゾ
ぎ

グ
孩
昔
槠
よ

6

地
方
豪
族
の
務
住
多

/P
、纟
し
こ
と
。
 

•
 

(

ニ)「

ア
ウ
ダ
ス
ズ

k

グ」

の
'草
創
名
主
呔
早
く

.よ
6

地
方
の
豪
族
と
親

'戚
關
係
を
結
ぴ
し
こ
と

0

(

三)「

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ

」

の
萆
創
名
主
队
夙
に
地
方
に
於
て
大
地
面
を
所
有
せ

し

こ

と

0

(

四)

’ア
ウ
ダ
ス
ゾ
ル

f

の

寧
創
名
主
は
，大
多

»
、«

_
に
轉
業
せ
る
こ

i

111

(

五)

地
方
豪
族
に
し

V
「

ア
ウ
グ
ス
ズ
ル
ダ

」

に
移
住
せ
し
結
果

*

民
*

を

鏃

得

せ

し

名

の

、
中 

に
&

ff
i

i商
業
を
營
め
る
こ

i
。(

七〕

,

rム
バ
ル
ト

」

_

授
が
以
上
の
立
諭
を
®
せ
ん
似
爲
め
參
考
せ
し

「

ス

T
ッ
テ
ン

」

の「

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル 

グ j

名
家
志

(p.vo'n

c/tetlen, Geschiollte de.r adeli

cfq
e
n

 G
e
s
c
M
e
c
l
i
t
e
r

 in d
e
r
f
r
c
y
e
n

 Reiclis-Stadt: 

A
U9*
scr
u
rrQ) 

舣
史
料
と
し
て
極
め
：て
價
値
少
き
こ
と
は
姑
ら
く
措
く

 

g
同
敎
授
、s

同
書
に
ょ

6

<
同
市
に 

於
け
る
地
方
豪
族
の
移
住
者
と
見
做
な
す
？
の
に

「

ア
ィ
ス
リ

X

ゲ

X
」、「

パ
ウ

.ム
ガ
ル
ト
ナ
ー

」
、

ベ
ッ
ケ

V

ブ
ォX

、

ベ
ッ
ケ
；V

シ
ユ
タ
マ
ィ
ン/
ボ
ィ
セ
ル

/
モ
ー
ゲ
ン
べ
ル
ダ
丨

1-
.
;エ
ン
ゲ
ル
シ
ャ
ル
グ
、フォ
 

ン
'ム
'ル
ナ
ウ

」

、

「

工
ル
リ
ン
ゲ
ル

」

、.
-ィ
ル
ス
ン
グ

/「

4

ム
ホ

I

7」

、r
フ
ォ
ン
、デ
ル
、
口
 

I
ゼ
ン

」

、

r

ク
ォ
ル
フ

JC 

V

7
ォ
ン
、ウ
ォ
ル
プ
ス
タ
ー
ル

」

、「

ツ
ア
ラ
ー

r

フ
ォ
'<
力
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
、ウ
ン
ト
：エ
ッ
プ
フ
ア
ハ

」
あ

-'o
.、

以
上

の
中
、、

j
w
yダ

ス
プ
ル
：ダ

」

の
資
本
家
と
し
て
顯
著
な
る
划
位
を

^.
'せ
し

tt
i 

Wウ
ム
カ
ル
ト
ナ
ー

」 

と「

ィ
.ム
ホ
ー
プ

」

の
.ニ
家

.

.1C

.し
て
ー
エ

.ゲ
ン
ベ

.ル
ガ
丨

」

、
|エ
ン
ゲ
ル
シ
ヤ
ル

.ク
*-
>
ィ
ル

ソ

y

ク
し
の
三
家

は
其
富
の
程
度
に
於

V

遙
が
に
劣
れ

6

、況
ん
，や

其
他
に
至

6

て
は
一
名
稱
す
可
き
名
の
ぁ
ら 

梦
、C

5

先
づ「

パ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー

」

に
.就
き
て
考
察
す
る
に
、同
家

Q

故
地
於

「

ジ
ー
ベ

y

ブ
ル
ゲ

'
<
 

に
ぁ
る
こ
と
は
ョ
ス
べ
フ
ッ
テ
ジ/が
主
と
し
て
ー
參
考
せ

’し
つ
マ
ー
ン
リ
ヒ

0.「

ア
ウ
グ
ス
ズ

' 
ル
グ」

系
圖
.帳 

.
敗
li
t

：顏
恥
歡
_
ど
侃
地'

.. 

五
二
七
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近

也

資

求

茧

義

と

地

代

說

，
.
、

 

五

土

八.

に

あ
6

と
な
す

^P、

此
書
久
し
く
世
に
傳

•は
ら
梦
、故
に
如
何
な
る
程
度
ま
で
樣
岁
可
き
や
に
就 

き
.
て
は
明
か
な
ら
す
、伹
、同
家
於

"

1
ル
ン
々
ル
グ

J
t移
住

.せ
し
後
、千

.四
百
六
十
五
年

「

ア

\

ト
ニ
、
 

バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ナ
ー

j

は
破
產
の
不
幸
に

■遭
遇
し
、遂
に
同
市
を
去

6

て
一
辟

「

ブ1

フ
ン
デ

\

ズ
ル 

グJ

邊
境
伯

「

ア
ル
ブ
レ

.ヒ
ト
、ア
チ
レ
ス

」

に
仕
へ

^

に
轉
ヒ
て

r

rウ
グ
ス
ブ
ル
グ

」

に
來
み
ノ
、千
四
百 

七
十
五
年

「

ウ
ル
リ
ヒ
、ア
ル

.
ツ
卜」

の
娘

「

グ
.ラ
、」

と
結
婚
せ

^
/當
滕

「

ア
ル
ツ
ト

」

家
亦
^
寧
運
衰
微 

せ
.し

を

以

て

、“.グ】

フ
、
f
e何
等
の
財
產
を

If
ら

す
c 

i
な
'

^

6
き
、卽

ち

假
6

に「

バ
ウ
ム
 

'が
ル
ト 

ナ
ー」

を「

シ
ユ
ワ
ー
ベ
ど
の
土
豪
の
血
統i

な
す
冬
然
か
名
其
の
所
領
地
代
财
少
し
名
彼
が
财
產 

.

の
本
質
を
な

3

ダ
6

し
と
は
波
の
財
產
财
破
產
以
後

.に
集
積
せ
ら
れ
し
事
實
に
よ

6

<
知
る 

を
得
可
し
、而
し

V

彼

0
,富
の
基
礎
は
當
峙
に
あ
ろ
て
屢

i
勸
勉
な
る
商
人
於
獨
立
商
店
開
業
の 

手
段
と
し
て
代
理
商
を
試
み

^

る
於
如
く

€

g
亦

^

此
«

理
商
に
よ

6
 y

商
業
上
の
資
金
を 

集
積
し
、次
で
其
子

「

ぐ
、

\

X

-

Vウ

ム

が

ル

ト

ナ

ー」
の

塒

に

至

ん「

ベ
ネ
ス」

方

面

の

商

業

と、，-

力
ウ
シ
ユ 

タ
ィ
ン」

殊
に「

シ
ユ
ワ
ッ
ツ
；

」

銅

山

の

經

營

と

は

同

家

を

しy「
ア
ウ
グ

'ス
ズ
ル
グ
淘
指
の
富
豪
^
ら
し 

む
る
に
至
其
納
桃
額
に
於
て

r

プ
ッ
カ
ー

」

と
肩
を
尬
ぶ
る
に
至
れ
ろ

、
^
ぎ
に

I

ィ
ム
ホ
ー
プ」

に
就
き 

て
は
確
實
な
る
史
料
の
吾
人
に

.示
す
處
に
よ
れ
ば
、同

.家
は

「

ラ
' 
ウ
ギ
ン
ゲ
ン

」

の
吖
\
に
し
て
该

a 13

ち

11

ユ
ル
ン
ベ
ル
グ

」

及「

ア
ゥ
ク
.ス
ブ
ル
ク

」

に
あ

6

て
專
ら
，ベ
ネ
ス

」

方
面

-と
取
引
に
從
事
せ
し
名 

の
な

6

i
ず

、其

他

、.-ィ
ル
ス
ン
グ

」

は
其
系
統
に
於
て

「
V

ィ

.：

丄

ル

ど

の

土

豪

な

る

炎

し

か

？

長

塒 

期

に

亙

れ

る

戰

役

は

其

似

所領

の

多

く

を

，失

は

し

め

、同
家
：を

し

でr
r
t
yク
ス
ズ
ル
グ
と
^
住 

せ
し
む
る
の
已

.む
な
き

.に
至
ふ
し
め
、

「

工X

ゲ
ル
シ
ャ
ル
グ

」

は
土

«

の
町
人
と
な

6

し
名
の
に
あ 

ら
す
し
て
寧
ろ
町
人
よ
ろ
土

.豪
と
化

.せ
し
名
の
な

6

i
す

、
_
,
ち

ア

ム
^

ル
ト」

敎

受

,/

注
意

t 

し
第

1

及
第
五
に
就
き
.て
は
吾
人
は
次
の
如
く
結
論
せ
ん

i

欲
す
.。(

丸)

(

一)

7ゾ
ム
バ
ル
ト

」

敎
授
に
よ

々

<

列
擧
せ
ら
れ
し
、土
豪

/
に
し

<

/

ゥ
グ

ス

,

ル
グ

f

c移
生
と 

..
し

^
P

0、
多

'く
は
同
市
に
於
け
る
大
商

A

の
階
級
叉
は
大
資
本
家
と

し

て

殆
ん
ど

何

等
 

の
意
.義
を

.
有

せ
^
r
c 

'

三)

ソ
ム

ノ
ル
ー

.敎
授
か
：タ
擧
せ
し

中
、大
資

.本

家

と
し

て

算

す

る

-を

得る
五
家
に
就
き
.て
現 

る

拇

は

次
の
如
し
。

(

<

、
f

\

ゲ
ル

‘シ
"
ル
グ

」

は
町
人
の
土
豪
と

-化
せ
し
％
の
に
し
て
、

.

/
ム
ブ
ル
ト

I敎
授
於
意
味 

づ
る

.か
勿
く
、土
豪
の

1«
1

人
と
な

-0

し
名
の

に

S

ら
步
。

]

?

y
ム
ガ

ル
ト
ナ
ー

」

4「

メ
ル

.ス
：ン

/

と
の

.爾
象

».彼
.：

等
が

「

ァ
ゥ

V

X
て
ル
グ

」

に
姿

a 

'诞
ii
t
資
本
生
翁
：と

.地
代.說
.：

：

ic
L
ご

ブ



.近
仳
資
本
|

と
地
代
說

 

洱
3
0

' 

i

, 

し
來

6

し
當
堝
に
あ

6

て
は

^

財
產

.に
，は
所
領
の
地
代

£

し
て
課

0

可
き
名
の
な
し

0
 

0)「
ィ

ム

ホI

フ」

は
千
三
百
九
十
六
年
に
於
て
僙
か
に
小
額
の
資
本
を
運
用
せ
し
一
商
人 

‘に
し
て
、彼

.
0富
は
此
商
業
的
資
本
の

.漸
次
集

.積
せ
ら
れ
し
名
の
な

6

。(

十〕

:

:

「

yv
ム

バ

ル

ト」

敎
授
於
擧
げ
し
第
二
の
問
題

'卽

ち

草

創

名

主

.似

地

方

の豪
族
と
姻
戚

關
係
を 

，

,

.有せし

こ

と

は

事
®

な
6
、然

れ

ど

％
此

事

實

は

、只
だ
.地

方豪族として

都

市

に
移住し、

或
は 

都
市
の
町
人
と
し
て
地
方
に
轉
岁
る
機
會
を
與
ふ
る
に
便
な

6

し
の

».
にし

.
\
地
代
领
に
財 

て
は

直接の動因，

と
な

る名のに

あ
ら
麥
。

次
ぎ
に
確
實
な
る
史
料

.に
ょ
れ
ば
、十
四

.世
紀
に
於
け
る

r

rウ
グ
ス
ズ
ル
グ

」

の
草
創
名
主
六 

4
,五
名

.の
中
、
®

身
、商
工

*

ょ
6

遠

^

於
6

て
、其
财

.產
を
純
全
：把
る
地
代
集
積
の
基
礎
に
置
く 

.
名

の

と

思

考

せ

：ら
，る

、

「

名

の

其

數
‘四
十
ニ
名

(
十1

)

之
れ
に
反
し
て
商
•工
業
に
從
事
せ
し
名
の 

"■
A

數
ニ
 

三
名

(

.
ニ、
'r
し
て
前
者
四
十
こ
名
の
中
、*
本
家
と
し
て
許
す
可
き
の
は
只
だ
一 

レ
ー
リ
ン
ゲ
ル

」

家
あ
る
の

.み
、然
か
名
同
家
に

.於
け
る
資
產
は
叉

^

商

業

上

の

利

.益

に

負

ふ

處 

•

多
き
疒
あ
ら
ず
や
と
の
疑
な
：き

«.
は
>
、何

2

な
れ
ば
十
四
低
紀
ょ

6

十
五

li
t

紀
に
か
け
て

、
㈣ 

家
の
象
述
を
隆
盛
な
ら
し
め
し
、

「

ウ
ル
リ
ヒ
、レ

I

リ
ン
ゲ
ル

」

は
千
三
百
九
十
八
年

「

ク
一
フ
ウ
ス
、ウ冲

115

ン
テ
ル

」

な
る
名

0*
と
兆
に
苗
ニ
十
凡

「

フ
ロ 

r

ンし
^g

を
縦
付
せ

6
、瓜
て

「
ア
ウ
グ
ス
ズ
ル

yグ 

祖
桃
帳
に
於
て
一

1

名
合
同
の
下
に
課
税
せ

.ら
る
、
場
合

k

多
く
合
名
的
商
事
經
營
の
場

Aロ 

限
ら

.れ
し
名
の
な

6

と
す
、而
し
て

「

ダ
，フ
ウ
ス
、ウ
ネ
ン
テ
ル

」

ば
千
四
百
十
三
年
前

.後
に
於
て

「

ベ
 

ス」

と
商
業
上
の
取
引
，に
從
事
甘
ん
/叉

「

メ
ル
リ

k
、レ
f

ジ

y

ゲ
.
ル」

の
親
戚
に

同

名

の

者

あ

ろ
 

專
ら
へ
ォ
ど
方
面
と
商
業
上
の
關
係
を
有
せ
し
を
見
れ
ば
、諭
者
は

「

レ
ー
リ
ン
ゲ
ル

」

の
*
產 

以

て

悉

く

^

代

集

積

の

結

果

と

斷

{疋

す

る

の

或

は

皁

計

に

あ

ら

岁

や

と

信

岁

る
3

の

な
6
、
 

方
面
の
硏
究
者
と
し
て
有
名
な
る

「

ヤ
コ
ブ
、ス
ト
リ
モ
ダ
ー

」

の
如
き
は
商
業

_に
轉

.せ

次

る

デ

，
ゾ

_

ブ
ノ
ク

-
-の
舊

%

に
t

v
少

く

と

名

十
阁
世
紀
の
終
末
以
來

K

何
等
大
な
る
財
を
集
積
せ
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名
の
あ
ら

^

る
乙
と
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云
へ

6
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十
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ぎ
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商

H

業
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せ
し
ニ
十
三
名
の
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、

「

ア
ウ
グ
ス
ズ
ル
グ
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資
本
家
と
し
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，
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ぐ
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i
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喊
ゴ
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ム
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ロ
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ト
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へ
ル
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ル
ト
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ギ
ン
が
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、
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「

フ
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ラ
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パ
ツ
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八
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「
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セ
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ロ
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營
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こ
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て
商
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猓
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替
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へ
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ノ
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ス
フ
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於
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自
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^
、
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レ
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r

f

c
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し
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*
ら
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ベ
ネ
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方
面
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赴
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を
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i
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商

念
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I
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s
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し
て
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花
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實
し
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年
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て
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け
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^
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-
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し
て
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家
は
殊
に
第
三
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ブ
f
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ゲ
て
著
し
き
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達
を
な
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し
こ
と
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納
税
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千
四

f

一
 

年
に

f
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フ
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リ
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旣
^
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I

力
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2
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c
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o
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e
F
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知
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レ
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麻
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著
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i

if 

吾
人
に
示
す
處
把

6
、次
ぎ
に

「

レ
ム」

家
は

「

ア
ゥ
グ
ス
ブ
ル
グ
し
の
舊
家
に
し
て
式
つ
同
市
に
於
け 

る
屈

’指
の
窜
豪
に
屬
す

-而
し
て
此
資
產
の
基
礎
を
造

6

*
る「

ハ
y

ス
、レ

.ム」

に
就
き
て
、其

#

孫 

允
る

「

ル
カ
ス
、レ
ム

j
の
：記
す
る
處
に
よ
れ
ば
、彼
れ
は
'千
三
百
五
十
七
年
、一
切
の
家
財
を
寶
却
し 

V

約
五
百

「

フ
ロ 

y
ン」
を
得
、直
ち

u
「

ベ
ネ
ス

」

に
赴
き
て
、十
七
年
間
商
業
に
從
：事
し
、千
三
百
九
十 

六
年
卽
ち
彼
れ
逝
き
し
際
に
は

"同
家
ば

「

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ダ

」

屈
指
の
：富
豪

i

な
れ

6
、而
し
て
其 

富
源
-は

主

と

し

て

棉

花

販

寶

に

あ6
 

i
す
、次
ぎ
に

「

ス
ル
ツ

H

ル
k

»
方
に
於
て
大
地
面
を
盲
士

」 

し
こ
と
は
明
か
な
る
事
實

fc
ん
，
Pハ
だ
同
家
の
企
業

.ギ
果
し

V

地
代

.に
よ

6
.て
な
さ
れ
し

/P
、或 

は
是
等
の

.不
動
產
を
動
產
化
せ
し
名
の
に
あ
る
か
は

.不
明

.な
る
免
、(

同
家
の
系
譜
帳
の
寫
本
は 

现
擗

「

ア
ゥ
ク
ス
ブ
ル
ダ

」

文
書
館
の
所
織
杧
る

\

其
.記
述
は
十
八

®

紀
の
勒
期
よ

6

始
4

ん
舊 

き
部
分
は
全
く

.缺
如
せ

6)

元
來
、同
家
は

「

ア
ゥ
ク

X-
ズ
ル
グ

i

の
資
本
家
と
し
て

»

伺
迄
、

「

べ
ネ
ス」 

等
顯
著
な
る
意
義
を
有
せ
岁
、若
、强
ひ
て
其
人
を
擧
ぐ
れ

.ば
、千
五
百
八
年
よ

6

千
五
百
十
ニ
年 

に
於
け
る
獨
逸
商
館

(
F
o
n

 d
a
c
o
d
e
i

 T
e
d
e
s
c
h
i
)

長

^

6
し「

リ
ェ
ン
ぐ
ル
ト
、ス
ル
ツ
ェ
ル

」

な
る
名
、其
資
產 

は
全
く
自
己
の
商

.事
上
の
經
營
に
よ

6

て
■
集
積
せ
ら
れ
し

S

の
に
し
て
、其
額
名
亦
五
百

r

フ

1-
J
I
 

f
 

'
ど
以
上
に
達
せ
变
儀
後

^

ゥ
-

ザ
丨

^

崆
ア
ゥ
グ
ス
ブ
ル
グ

」
に
て
咚
ブ
ガ
ー

」

に
次
で
有

«

ny

な
る
に
不
拘
、同
家

於
商
業
を
開
始
せ
し
は
千
三

•百
六
十
八
年
以
後
な

.ヶ
と
の
事
實
の
外

®

に
 

多
く

聞
く
.處
な

し
、

只
だ
千
四
首
四
年
の
同
市
祖
税
帳
に
よ
れ
ば
、

®;
脖「

ウ
，ル
ザ

I
彖
の
當
主

-t
e 

る「

バ
ル
ト
ロ
 

メ
、ウ
；
ザ
ー

」

の
鈉
稅
額
は
ニ
+
フ

 

' リ
ン

」

な
る
を
以
て
、其
財
產

.は
ニ
千
四
百

「

フ
 

，ロ
リ
ン

」

と
推
定
し
得
る

>

、此
賛
產
は
千
四
百
三
十
九
年
滅

b

<
ニ
百
四
十

r

プ
ロ
リ
ン

」

と
な

1 

6

故
：に「

ハ
ル
ト
口
/

」

以
後
の

r

ウ.H

ル
ザ

|」

家
の
資
產
は
千
四
百
七
十
三
年
以
後
に
於
け
る
*
四 

子「

バ
ル
ト
ロ
メ

/「

ル
カ
ス

」

、

「

ウ
ル
リ

.ヒ
/「

ヤ
コ
ブ

」

の
商
業
的
活
動
に
歸
せ
次
る
を
得
少

0(

十四)

以
上

».
ベ
し
以
外
に
、

I

エ
I

ム」

、

「

ビ
ム
メ
ル

」

、

「

V

ル
チ
ン

，> 
ワ
ィ
ス

」

、

「

リ
工
ン
ハ
ル
ト
、ワ
ィ
ス
-、

r

へ
ム 

メ
ル
ー
フ
ィ
ン

/「

ア
ル
ツ
ト

J、

;;
ウ

ス
テ
ッ
テ

ル」

、「

ヨ
ス

r

グ
レ
メ
ル

」

、/;
レ
ス
,

ム
メ
ル
マ
ー

ン
，、

ン 

ス
、ス
チ
ル

y

ン」

、

「

ミ
ッ
へ
ル
、エ
ル
デ
ン
ゲ
ル

」

、

「

へ
ヒ
ス
テ
ッ
テ
ル

」

、「

フ
ッ
ガ
ー

」

の
如
き
織
物
業
の
組
合 

よ
6

出
で
し
成
金
黨

i
、

「

ヤ
ゴ
フ
、へ
ル
ズ

W
ッ
ト」

、

「

ハ
ン
ス
、。フ
一
フ
ン
ト
マ
ィ
ル

」

、

「

4

ル
へ
ル
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、メルッ

ッ

0

如
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€
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組

合

よ
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で

し

成
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、

「

ブ
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力

I
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チ

\

グ

/
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ラ

y
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「
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ン
リ
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ウ
4
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ト
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ス
タ
ム
ー
フ

ー
」
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r

ス
ツ
ン
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ガ
ス
ナ
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」

、

「

ウ
ル
ス
ヲ
ッ
ト

」

、

「

グ
ラ
フ
タ

1
_、

「

リ
y

ク
/「

ア
ド
ラ
丨

/「

ホ
ザ
ー

」

の
如
き
手
工

'業
的
商
業
組
合
の
階
級

.よ
6

出
で
し
成
金

^f

と
は
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資 

產
の
集

.積
に
於

.
<
'何
等
地
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に
負
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處
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し
。
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志

)
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